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　This article examines the items of nails described in 
"Kinsei Tingin Bukka-si siryo ", and the following points 
are clarified. In this paper, I revised the price of the nail 
in "Kinsei Tingin Bukka-si siryo" to comparable values and 
considered them.
　Comparing the price of nails for each length, we were able 
to confirm three price ranges from 2 sun to 6 sun which had 
more than 10 items reported. The presence of three price 
ranges at the same nominal length is considered. It is due to 
the existence of three kinds of nails for each nominal length. 
Conversely, with Japanese nail in this era, it was impossible 
to know the actual length only from the nominal length of 
the nail. Therefore, in order to know the actual condition of 
Japanese nail called from 2 sun to 6 sun length, we need to 
consider the price fluctuation about price and correspond to 
the chart presented by the author this time.
１　はじめに
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信郎による『近世賃金物価史史料』は、17 世紀
末期の元禄期以後における賃金と物価についての史料収集
を行った労作である。同書では全国各地で出版された 315
件に及ぶ市史及び資料集などを渉猟し、金・銀・銭相場、
給金に始まり、１年間の食料の見積、食費、鍋・釜など
83 件について価格を記載するもので注１）、この中に“釘”
の項目が存在する。“釘”について小柳は、元禄 10（1697）
年から文久２（1862）年に及ぶ 130 件の記事を挙げてお
り、この時代における建築資料として極めて有意義なもの
となっている注２）。
　しかし、この記事は原資料を列記するに留まるため、以
下に示す問題を内包している。
１）釘の本数
　　 記事では、それぞれで扱う本数が異なっているため、単
位本数当たりの価格を知る場合は計算が必要となる。
２）釘の価格表示　銀と銭
　　 記事では、原資料にある価格を記すため、価格の表示
単位では銀立の匁と銭立の銭が混在する。
３）物価の変動
　　 時代を越えて価格を比較する場合、物価の変動を考慮
する必要がある。
４）釘の種類
　　 釘固有の問題であるが、釘は呼称長に対し、複数種類
の長さが存在する。それらが、この記事群においても
複数種の長さが混在するのか明らかではない。
　記事を見渡した場合、このような問題が指摘できる。そ
こで本稿においては、上述の各点について考慮して記事の
内容を整理した上で、『近世賃金物価史史料』に示される
釘の価格について検討を行い、この時代における和釘の特
色について明らかにすることを目的とするものである。
２　問題点の対応－価格表示
　本稿では、『近世賃金物価史史料』における釘の記事に
ついて　『近世賃金物価史史料』における“釘”の記載　
として、元号、西暦、釘の種類、本数、価格、出典の項目
を立てて再録し（表１−②）、整理のため各々の記事に番
号を付した（表１−①）。
　そして、上述した『近世賃金物価史史料』の釘の記載に
おける問題点の内、価格表示の点などを中心に、その対処
を施した。
２－１　釘の本数
　釘の本数については、各記事の記載を共通した単位本数
に換算する必要がある。単位本数として１本当たりの価格
とすることも可能であるが、これは数値として小さくなり
過ぎて扱いにくいものとなる。そのため、本稿では各記事
における価格を釘 100 本当たりに換算して示すこととした
（表１−③）。なお、表１では、原記載が銀立で行われる場
合は、100 本当たり換算値の枠内を 銀色 、銭立の場合は
枠内を 橙色 とした。
２－２　釘の価格表示
　釘の価格表示について、銀立と銭立の２種類が混在する
ため、各年における銀 1 匁当たりの銭の価格注３）を示し（表
１−⑤）、これに基づき銀立の場合は銭立の換算値、銭立
の場合は銀立の換算値を“100 本当たり価格”の欄に示し
た（表１−③）。なお、これらは換算値として判別しやす
いように、 白色 の枠表示とした。
２－３　物価の変動
　物価の変動については、米価を用いて換算することとし
た注４）。今回は最も溯る項目が元禄 10（1697）年であるため、
この年における米価を１として、以下の年代における割合
を示した（表１−⑥）。
　その上で、各項目について、物価を換算した値として銀
立、銭立の両者について“物価を換算した 100 本当たり価
格”として示した（表１−④）。なお、ここでは換算値で
あること判別できるように、原資料の表記が銀立の価格枠
内を 灰色 、銭立は 薄橙色 として表示した。
３　釘の呼称長ごとにみる価格の分布
　『近世賃金物価史史料』における“釘”に関する 130 件
の記事の内訳を釘の種類、つまり呼称長ごとに見ると、８
分が２件、１寸が５件、１寸５分が５件、２寸が 16 件、
３寸が 24 件、４寸が 26 件、５寸が 31 件、６寸が 19 件、
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表１　『近世賃金物価史史料』における“釘”の記載と価格の調整
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７寸が１件、８寸が１件の合計 130 件となる。
　そこで件数が２桁以上となる呼称長２寸、３寸、４寸、
５寸、６寸の記載を抽出し、価格の傾向を検討した。
３－１　２寸
　呼称長２寸の釘は『近世賃金物価史史料』に 16 件が掲
載されており、これらによれば、物価換算した釘 100 本当
たり価格における平均価格は銀立で 0.93 匁、銭立で 86 銭
となり、価格の範囲は銀立で 0.35 匁から 2.48 匁の７倍程
の範囲となる。
　呼称長２寸の価格について、換算値を図化したものが図
表１−１である。図表によれば換算値は 0.9 匁付近の他、
1.5 匁と、0.5 匁付近に値が分布する。
３－２　３寸
　呼称長３寸の釘は 24 件が記録される。呼称長３寸につ
いて物価換算した釘 100 本当たり価格における平均価格は
銀立で 1.71 匁、銭立で 157 銭であるが、価格の分布は銭
立で 0.29 匁から 4.95 匁で、17 倍強の差となる。
　そして、銀立の換算値を図表化したものが図表１−２で
ある。これによると換算値の分布は平均値の 1.7 匁付近の
ほか、３匁以上に４件、0.5 匁以下に７件分布することが
分かる。
３－３　４寸
　呼称長４寸の釘は『近世賃金物価史史料』において 26
件の記載がある。これによれば、物価換算した釘 100 本
当たり価格における平均価格は銀立で 3.60 匁、銭立で 334
銭となる。呼称長４寸の場合も価格の分布は広く、銀立で
0.47 匁から 9.54 匁で、最小と最大で 20 倍強の値となる。
　また、銀立の換算値を図化したものが図表１−３である。
この図表によると換算値は平均値の３匁付近とは別に、倍
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となる６匁付近と２匁付近に多数が分布すると見ることが
できる。
３－４　５寸
　呼称長５寸の釘は 31 件の記事が記載される。この 31 件
を見ると平均の価格は、物価換算した釘 100 本当たりの価
格は銀立で 6.97 匁、銭立で 593 文となる。ところで、呼
称長 5 寸釘の場合も価格の分布が巾広く、銀立で 1.22 匁
から 31.23 匁と 26 倍程の範囲となる。
　また、この関係を示した図表１−４によれば、平均とな
る７匁を中心として、５匁以下に 19 件、25 匁付近に３件
を確認することができる。
３－５　６寸
　６寸の呼称長を持つ釘については 19 件の記載がある。
これによると 19 件の平均価格は物価換算した釘 100 本当
たり価格の銀立で 6.99 匁、銭立で 548 文となる。但し、
価格の分布巾は広く、銀立で見ると 1.02 匁から 19.65 匁と
約 19 倍に近い価格の開きのあることが分かる。
　そしてこの関係を銀立の換算値について図化したものが
図表１−５となる。これによると換算値は、平均値である
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７匁付近とともに 12 匁付近及び２匁付近に複数件が分布
する傾向があると見ることができる。
４　釘の種類ごと複数の価格帯のある理由
　以上のように、２寸から６寸の５種類について釘の価格
を検討したが、いずれの呼称長の換算価格においても３種
類の価格帯が存在することを確認できた。これはどのよう
なことを意味しているのであろうか。
　筆者は前稿において、明治８（1875）年の長野県の開智
学校における建築記録の内、特に和釘についてその種類や
価格について検討を加えた。この成果によれば、呼称長３
寸の和釘については
　頭巻大三寸釘 床板 0.15 円
　本三寸釘 垂木、蛇腹、天井板、屋根、傘棚 0.117 円
　頭三寸釘 貫鼻隠、腰板、流板 0.008 円
とあるように３種類を確認でき、100 本当たりの価格では
19 倍程の開きのあることを示している注５）。
　また、安田善治郎による『釘』によれば、呼称長５寸
の和釘については平釘“五寸釘”の有数注６）は“四寸一分
より四寸二分まで”注７）とあり、建築用角釘では“大五寸”
の長さを“二寸一分　二寸二分”、“中五寸”の長さを“一
寸六分”注８）として、やはり呼称長 5 寸釘の釘についても
３種類の長さのあることを示している。
　実際、『近世賃金物価史史料』の釘における記載でも、
６寸釘では“大６寸釘”、“並６寸釘”と少なくとも２種類
の記載がある。更に５寸釘では“大５寸釘”、“中５寸釘”、“並
５寸釘”などが混在し、同一の呼称長であるにも関わらず、
多様な種類の釘が存在したことを示している。
　以上のことから、和釘では一つの呼称長において複数の
実長を有するものが存在したことは明らかである。そして、
『近世賃金物価史史料』によれば各呼称長においては３種
類の実長を持つものが混在したとするのが妥当である。
　つまり、『近世賃金物価史史料』に登載される事項に限
らず、少なくとも近世における和釘を考える場合、呼称長
は正確に実長を示すものとなってはいないことになる。
　そのため、６寸から２寸の呼称長を有する和釘について、
その実態を考える場合には、物価の変動を考慮して、今回
著者が示した図表１−１～表１−５に対照させるのが一つ
の手立てとなる。
５　さいごに
　本稿では『近世賃金物価史史料』に記載される“釘”の
項目を検討したが、明らかになるのは以下の諸点である。
　『近世賃金物価史史料』の“釘”の項目に、17 世紀末期
以後の 130 件に及ぶ釘の価格が示されるが、本数、価格、
物価の変遷などの観点から、相互の価格を比較検討するた
め、価格の換算が必要になる。そのため本稿では、『近世
賃金物価史史料』に記載される価格を 100 本当たりの価格
に換算し、銀立と銭立を併記し、更にこれらを最も溯る元
禄 10（1697）年の米価に基づいた換算値を併記し、考察
の便を図った。その上で、釘の価格については以下の点を
明らかにすることができた。
１） これらの換算値に基づき、呼称長ごとに価格を比較検
討すると 10 項目以上の報告があった２寸から６寸で
は、いずれも３種類の価格帯を確認できた。
２） 同一呼称長における３種類に及ぶ価格帯の存在は、そ
れぞれの呼称長に対して３種類の実長が存在したため
と考えられる。逆に言えば、この時代における和釘で
は、呼称長だけからでは、その実長を知ることはでき
ないことになる。
３） そのため、２寸から６寸の呼称長で呼ばれる和釘の実
態を知るには、その価格について物価の変動を考慮し、
今回、著者が提示した図表に対応させて考えれば、そ
の様態を知ることが可能となる。
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